
・ＰＴＡ生活指導委員会が中心となり、生徒会役員と協力して
行っている。

・気仙地区出身の生徒が多いことから、
ＰＴＡ会員と生徒は顔見知りであり、
挨拶だけではなく気さくに会話する姿
が見られるなど、小規模校の良さを活
かした活動となっている。

取り組みの詳細

学校行事への支援事業
＜開校記念講演会（ＰＴＡ総会開催日）＞

＜登校時一声運動/マナーアップ運動＞

・保護者（ＰＴＡ会員）と教職員
が連携し、小規模校の良さを活
かしたＰＴＡ活動を展開するこ
とで、生徒の高校生活がより充
実したものとなっている。

取組
概要

キーワード 学校教育支援 ／ 伝統行事支援 ／家庭教育支援

成果

課題や今後の取り組み

・保護者（ＰＴＡ会員）と教職
員の連携をより深め、家庭教
育の支援体制強化を推進する。

・学校・保護者・地域が一体と
なることができる事業を更に
展開していきたい。

その他の取り組み紹介

・昭和５６年発足の町ＰＴＡ連
合会に加盟しており、異校種
団体との情報交換をしつつ、
相互に連携を図っている。

・ＰＴＡ役員や担当教師だけが
苦労することがないように、
できる範囲でのＰＴＡ活動を
実践している。
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基 礎 情 報

所 在 地

岩手県気仙郡住田町世田米字川口１２－１

全 校 生 徒 数

７５名

地 域 の 特 徴

学 校 の 特 徴

昭和２３年（１９４８年）創立。今年度７４周年を迎
えた伝統校で、卒業生は４千８百余名を数えた。「自
主・創造・至誠」を校訓とし、生徒一人ひとりが輝く、
活力ある学校である。生徒会は、「爽やかな挨拶・きち
んとした服装態度・まじめな仕事ぶり」を基本とし、学
校行事に限らず、生徒個々 が自主的に行動に取り組む活
動を推進している。町内小中学校４校と共に、平成２９
年度から文部科学省研究開発学校の指定を受け、地域の
人材や資源を活用しながら、教科「地域創造学」の研究
に取り組んでいる（令和４年度から第２クール）。

組 織 構 成

１会長１名、副会長３名（１・２学年各１名、
校長）

２理事８名 (１学年２名、２・３学年３名）
３専門委員会
生活指導委員、文教広報委員、母親委員

４役員（母親委員長・副委員長） 各１名
５監事２名
６職員ＰＴＡ担当(副校長・事務長・総務課員）
７住田高等学校教育振興会 <別枠団体＞

担当課：岩手県教育委員会
生涯学習文化財課

岩手県立住田高等学校ＰＴＡ岩手県

小規模校の良さを活かした会員相互によるＰＴＡ活動や学校行事への参加協力

町の９０%を森林面積が占める自然豊かなところ。町
ぐるみで「森林・林業日本一の町づくり」を進めてお
り、保育園から高校生まで発達段階に応じて、次世代
に伝える「森林環境学習」に力を入れ、町に誇りを持
ち、森を活かす人材を育成している。町から人材育成
のための経済支援が行われている。

「無理せず、自分のできることを」をモットーに、保護者と教職員
の協力関係を深めたＰＴＡ活動の取り組み

・例年、ＰＴＡ総会開催日に併せて、開
校記念講演会を実施し、生徒と保護者
（ＰＴＡ会員）が一緒に講演を聴講す
る機会を設けている。

・生徒と保護者（ＰＴＡ会員）が一緒に
聴講することにより、講演内容をもと
にした、親子の対話へとつなげていき
たいと考え、設定している。


